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OSAKAINTHEWORL、D開 催
～ 今 年 は マ レー シ ア 編 ～ 翌 目

、マ レー シァか らの一行は中央小学校を訪問。2年 生にょる

花笠音頭を見た後 は彼らの番。2人 の男性が歌 ううしろで大勢の男

性があ ぐらをかいて座 り、 リズムを取 りなが ら踊 るマ レーシアの伝

統的なD・k・rBaratと い う曲で、小学生の喝采を浴 びま した。
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osAKAINTHEwQRLDは 、 特定の国にこだわ らない「玉1際

交流を[的 に、世界各国か ら舞踊団等を招き、府内各地で舞踊公演

やホームステイなどを行な っています。今年は大阪府下の国際交流

団体等10団 体一和歌山県下1団 体、それに自治体が協力 して、マレー

ンア.L科 大学の民族舞踊団を招待 しま した。一行は、1D月3日 か ら

1/月2日 にかけて各地て交流。貝塚市に:ま10月14日 か ら16日 ま で滞

なし、ホームステイを しなが ら小学校訪問や コスモスシアターでの

、偵などを行ないました.

10月/4日 、市民福祉センターに到着 したマレーシアT:科 大学の ・

行は、ホス トファミリーの方達との対面式兼歓迎パーテ ィに出席。

彼 らは府下9ケ 所 もの地域でホームステ イを行なうため、各地域て

自分のホス トとなる人が どんな人なのか期待と不安かいっぱい。対

面式ではゲス トとホス トの名前か交互に呼はれ、にこやかに挨拶 を

交わしました。ホス トの方達の優 しそうな笑顔 に、貝塚でのホス ト

ファミリーを確認 したマレーシアか らのゲストは緊張感の中にもほっ

とした表情が浮かんでいました。

とて も気さくで1湯気な彼 らは、歓

迎パーティではす ぐにホス トと打ち

解 け、ハ イキング形式の食事を堪能。

着物姿の女性による琴の演奏には興

味津々で聞き入 って(見 入って7)

い ました。ホームステイ先では、きっ

とそれぞれの交流を楽 しんだことで

しょうQ

な と、民族舞踊の

数 々を披露。打 ち

鳴 らされ る打楽器

と共にテンポの良

い踊 りは、女性の

指先まての繊細さ、

男性の足取 りの軽

さなど、意外なほ

ど軟 らかな動きで

観客を魅了 しま し

た。

マ レ ー シ ア の 習 慣

マレーシアは イスラム教徒の国.同 じ東南アジアでも仏教徒の多

いタイやへ トナムなどと比へると、特 に食事に関 して目本 とはずい

ぶん様式が異な ります,,食 事に豚 肉は御法度.牛 肉や鶏肉 もお祈 り

を捧 げたものてないと食べません。肉類の入った料理やハム ・ソー

セージなどの二次製品 も食べません。アルコール類 も飲みませんし、

たばこも普通は吸いません、,また、犬は不浄な動物 とされてお り、

触 ることはもちろん近づ くことも好 まれません。

イスラムのお祈 りは1日 に5回 、,水で手足を清めた後、メッカの

方向に向か ってお祈 りを捧げます。ただ し、旅行中などは1日3回

で良 いとのこと.、お祈 り用のマッ トに座 り、帽了をかぶってお祈 り

を します。

日常の作法や表現方法は 日本と似ており、'1真み深 く、直接的な表

現を好みません.足 を放 り出 して座った り、目上の人の前て足 を組

むのは失礼とされています。また、人の前を横切る時は片手を前 に

出 し腰をかがめて、それはまるで 「ごめんやっしゃ」というよ うに

歩きます。やっぱり、同じアジアの国なんですね。
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今 年 は カ ル バ ー シ テ ィか ら!

ユ998年7月31[、 カルハーシテ ィの中学生たちは4人 の引率者 と

共に、アメ リカを出発。貝塚 との交流事業に参加するため、貝塚へ。

カルバー シテ ィと貝塚。姉妹都市として互いに暖かい友情を分かち

合い、いまや、それはとて も強いものとなっています,,関 空 の到 着

と出発が飛行機の関係から夜中てあったこと、また手違1・で 日程が

1目 短 くなった りとハプニンクがあったり、なんとも忙 しいU程 て

はありま したがお互 いに楽しく実 りある8日 間を送 りました。

魂謙 轟

縫罐

・糠 辱

臨
貝塚 を訪問された方達から寄せられた感想をご紹介 します。

まずは訪問団長のエイ ミーさんから。

"子 供達はホス トファミリーと生活を共にし、互いの文化の似て

いる点や違 う点を理解 しました。また、市内の中学生 との交流で も

たくさんの文化活動を経験。お茶会 に出席 した リ京都へ行 った リ、

金剛山登山やブ ドウ狩 り。た くさんの場所にも訪れることができた

と思います。ですから、子供達は貝塚を離れるのがとても寂 しか っ

たようです。「もっと居たい」とも言いま した。 というの も子供達

が短い滞在の間にホ ストファミリーを含め、出会 った人たちと生涯

における友情を築いたからだと思 います。

訪問団長 としても1996年 に引き続き今回も貝塚の友人や家族 に再

会できてとてもうれ しかったです。中学生の交流事業 は二つの文化

の類似点と相違点を子供 たちが理解するのを助けるものとなってい

ます。世界平和を育てる架け橋であると思 うのです。貝塚の市民の

皆さんや友人たちに非常 に感謝 しています。皆

さんは私にとっては家族であ り、大好 きです。

私たちの友情 はこれから先、生涯続 くものとな 一..麹
.曾 醒

るで しょう。このようなすばらしい交流事業に 「説
「,

参加でき、うれ しく思います。"ざ

AmyLegit

カルバーシティか ら来た子供達は初めての経験に戸惑いなが らも

楽 しく毎日を過ごせたようてす。

はじめに、 日本が とれほと暑かったかを物語 る感想を ・・㌔

"最 初 に飛行機から降 りた時の ことを思い出 します
。冷房のきい

た空港へ飛行機から歩いていくのだと思 っていましたが、実際はま

るでス トーブの中へ入って行 くかのような気がするほど暑か ったの

です。さらに、次の場所へ移 っても、もっと暑かったのです。途 中

に乗 ったウイングシャ トルにはクーラーがついていま した.で すか

ら空港から貝塚に向かうバスにもクーラーが効

いていますようにと祈っていま した。そ して、'、.

;ρ更鑛 骸:;瓢 麓を宏耀 議「響
い の に」 と 思 い ま した。 門

LeilaniMellraith

～中学生国際親善交流事業～

それほと暑かったので しょうかっカリフォルニアにあるカルバー

シテ ィの方が暑 いような気もするんですが 。・.

"こ れまでの人生でこれほど汗をかいたり
、コーラを飲んだこ と

はありませんで した。そ して、すば らしい人々に会 ったり、 これほ

ど楽 しか ったことも。

日本 に着 くと、 日本語があまりわからないので、ホス トファミリー

と上手 くコミュニケーションできないのではないかと思っていまし

た。でも、いざ会ってみると上手くコミュニケー

ションがとれることがわかりました。この 編 「 蕎

旅行は大きな虫からきれいな花火まで、楽 しい 「 鄭 、疑
随・戴

経験ばか りで した。ホス トファミリーや貝塚市

の皆さんのもてな しが うれしか ったです♂

Ke町onChi門gM8yoda

Keny。nく んだけでなく、ほかの子供達 も1一分に楽 しんて くれたよ

うです。

"本 当に楽しい旅だ
った1ヘ

ホス トファミリーと会 った後、家に行 って荷物 をおろしました。

テレビゲームで遊んでバーベキ ューを しに浜辺へ行きま した。これ

が初めての 日本の食事だったのです。特に気に入 ったのはおにぎり

で した.家 に戻ると今度はオセロをして遊び ま

した。た くまが貝塚の景色 を見せに連れていっ 疑

て くれました.す ばらしい町並み.い つか貝塚 癒;絶

に来て、自分でいろいろなものを見て回 りたし、"臨'㍗

と思いました。".

AlexCantrall

'層日本が大好 きにな りました
。そ してもっといろんな物 を見るた

めにまた来れたらいいのにと思います。それくらいたくさんの忘れ

られないものがあったのです。ブ ドウ狩 り、ハイキング、お茶 会、

大阪城、京都観光、そ して、わた しの貝塚の家

族。日本へ来たことを私は決 して忘れないでしょ

う。そ して、私の旅を楽 しく、思い出い っぱい

に してくれたホス トファミリーに感謝 し、あ り

がとうの言葉 を送 りたいです。"

漫5
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MichelleYoung

今回貝塚 に来た子供達だけに限 らす、これまで交流に参加した人

か、これか ら先、貝塚 とカルバー シテ ィ、 世界平和のための架 け橋

とな って くれることで しょう,

ま た今同ホス トファ ミリーとして参加された家族の中からカルバー

シテ ィを訪れることかあれは、さらに友情を深めることができると

思いますD
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日本語部会 か ら
KAlFAで は 、

日本籍を勉強 したい人がいたら赦えてあげて下さい。

日本語ゐ叶 分で諏 て困。ている綱 の方の:ため。、躰 語。。ンを開催 して、1ます「■

1
日本語 を学習 している人か ら、母 国語 で 日本語サ ロンへのお さそいです。
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日 本 語 サ ロ ン の こ 案 内

山手公民館 月・木7:30PM～

KAIFA事 務所(市 役所横)月 ・水・土1D:00AM～

〃 火 ・木7:30PM～

に盟惣動汗騙厭縫馨薯暴倉
え ま した。

、誰 歪野 サロンも知られは竪めてし'
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国際交流 ・国際協力 。ボラ ンテ ィア(日 本語 、通訳 な ど)に 興味 のあ

る人 は、一度事務 局 に連絡 して下さい!!(運 絡先は会報末尾にあります。)

解度小 テス トの答え

(×)で した。

3.中 国 語(標 準 語)

4,ペ ソ

5.経 済 協 力 開 発 機 構

6,三 日月 はイ スラム教の象徴です。

7,英 語

9,リ ビ ア の国 旗 は緑 一一一色 。
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日本 語 部 会 か らII
日本語サ ロンで学習 され ている方達か らの母国語 での メッセー ジです。

近 くに外国の方がいた ら見せ てあ げて下さい。

難
O

0

刃備`

國

テム ご チ 　　ン

金 煕 中 さん

仕事で奥 さん とともに98年5月 に来日。 おfさ ん も

で きて、佳 事に家庭 にと、忙 しそ うです。

初到這程時、様様到覧得恨阻生、除r対 語日.和生

活習慣的恐儂之外、還存著一黒占新奇、於是積極努

力的想了解、想知道....。

現在口文的程度進歩r、 可以聴、可以説、短短将

近五個月的時間、除r口 文的學習、還有老師個真
.誠的心和燦燗的笑客

、感受至深。

感謝國際交流協會中的毎一成員、給予我這様的學

習機会、願這分.機會和愛、能譲吏.多的有.縁人一起

分享.。

葉 雅維

、,、、 ハ鋼 捗耐 妙

幽9か 泳勲 欝 汐1増.

團
チ ビ ヤ ダ ポ ン

趙 世 光 さん

金 さんとと もに什事で98年5月 に来 日。

金 さん とちが って独身。韓 国が恋 しく

なるき ょうこの ごろか?

台 湾

葉 雅 維 さん

H本 人男性 と結婚 されていて、98年

5月 に.来日。 日本語 サ ロンだけで な

くKAIFAな どの行事 に積極的 に参加

されて いる。

一議 あ`・辺

、趣

▲

!
`

▲

日本語部会では99年1月 か ら新 しい

企画 を予 定 しています。乞御期待。

KAIFAに 来 られ る方 のために、外国語の新聞 ・雑誌 ・

書 籍な どが あればお譲 り下 さい。

連絡 は事務局(市 役所交 流推進課)へ お願い します.

日本 語 サ ロ ン の ご 案 内

山手公民館 月 ・木7=30PM～

KAIFA事 務所(市 役所横)月 ・土10:00AM～

〃 水10:30AM～

〃 火 ・木7:30PM～

日本語 を習いたい外 国の方 に、 日本語指 導者養成講座

修了者が 日本語 の学習 をお手伝 い します。



思 い 出 の 朝 食 会

長 野 オ リン ピ ッ ク体 験 記 【崎 山 さ く ら】

私が長野オ リンピック冬季競技大会ボランテ ィア代表として、10

C(国 際 オ リンピック委員会)会 長、アン トニオ ・サマランチ氏の.主

催する朝食会に招かれたのは、開会式の興奮 も冷めやらない翌 日

の2月23[だ った,,

まだ辺 りが薄暗 く、 ・面に霜が降 りている朝早 くに今井駅を出発

した。朝食会はサマランチ会長が宿泊していた 「国際21 .」と いうホ

テルで行われた。荷物検査 とボデ ィチェックをしなければ、ロビー

には入れなかった。タクシーで続 々と各国のオリンピック組織の代

表者が到着す る中、私の気持ちは高揚 してい った。

オ リンピック期間中は約32,000人 ものボランティアの人 々が、決

して容易ではない事柄に対応 してきた、そのボランティアの代表 と

してこのような貴重な会に招かれ、出席できたことを心から感謝 し

ていた。

長野冬季オ リンピックについてのサマランチ会長からのスピーチ

で、「今世紀最高のオ リンピックであ り、最高の オーガナ イズの基

に開かれたオ リンピックであったことを賞賛する。特 にボランテ ィ

ァの皆様の活躍ぶ りには脱帽である。」 という言葉を頂 き、 世界の

頂点を目指すアスリー ト達が臨んだオ リンピックに参加 し、彼 らに

接 した経験の重み、そして参加 した意義を全身で感 じていた。感動

で胸が熱 くなり、思わず涙が流れた。天井の シャンデ リアが涙 てに

じむたび、朝食会 は華やかにな っていった…。～～～～～～～～

'98年
、サ ッカー ・ワール ドカップがフランスで開催 されていた

6月 、私は再び長野にいた。長野冬季オリンピックの同窓会が開か

れたか らだ。

っい4ケ 月前 に、多 くの人々が長野オ リンピックに沸き立 ち、感

動 した跡形は消えていた。街角で ピンバ ッヂを交換する姿 も消え、

街中を彩 っていたフラッグもなびいてはいなかった。雪国に新緑が

繁 った薫風の季節にもかかわ らず、祭 りの後の静けさだけか漂 って

いた。

そんな閑散 とした風景を見てさみ しいと思 ったが、私の記憶の中

はオ リンピックか らの贈 り物で一杯だった。その贈 り物を思 い返す

だけで心の中は満たされた,,そ れまではテ レビで見ていただけのス

ポーツの祭典であったが、ボランテ ィアとして参加す ることによっ

て様 々な人と出逢い、直接彼 らと言葉を交わ し、共に時間を分 かち

あったことは、お金では決 して買 うことの出来ない財産だからだD

こ の 貴 重 な経 験 を さ

らに 膨 ら ませ る為 に 、

ま た 、 長 野 オ リ ン ピ ッ

ク以 上 の 活 躍 に 臨 む 為

に も、2DO8年 、 大 阪 で

オ リン ピ ッ ク が 招 致 さ

れ た 時 は 、是 非 参 加 し

た い と思 っ て い る。

Mercibeaucoup,

toujourstresheureux.`
臣

(あ りがとうございま

した。皆楓 いつもハッ

ピーでいて下さい。)

殉

与

、

忘
酬

'「
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レ
ア ン トニ オ ・サ マ ラ ンチ氏 、

山 ロ光 氏(NAOCの メ デ ィア責 任 者)と

謙こ轍 諏 イペント ・行事 ・INFORMATION縦 脚 肋

あつまろ貝開催l

KAlFA恒 例 のあつまろ貝。

次回は1月23日(十)に 開催 しま

す。会場やパーテ ィの内容 は只今

検討 中コ予定を空 けておいてね1

なお、当[はKAIFAの 理 事

会 も開かれる予定ですので、理事

の方々は必ず出席 して下さい。

会員研修会

2月 に会員を対象に研修会を行ないます。外国語学習や 日本語指

導を中心 とした研修内容を予定 しています。(堅 苦 しくな いよ)詳

細は追ってお知 らせ します。

国際理解料理教室

3月 には恒例の料理教室を開催 します。, ..・
し'F

各国のおい しい料理を作 って食べて、参

加者は大満足の教室です。詳細は広報紙な'

どでお知 らせ します。定員がありますので

ご注意を1

《お詫び》

.貝波第3号 で募集いたしま した 「yosakoi(よ さこい)ソ ーリャ!1

中学生カルバー シティ派遣:事.業につきま しては、諸般の事情によ り

中止させていただ くことにな りました。 ご応募いただいた方々には

深 くお詫び中 し上げます,,

～..'..一 、 一/)…A..'(「-'v(ず ヘ ハ ハ.'ハ ハ 「.'"ハ ハ"v'ハ/vLハ ハ ハ.「 「`v)〕

i参 加 して してUi
!K八lFAが 発足 して1年 半。よちよち歩きながらも活動を!
く ぐ
/続 けていますが、ここのところ参加者に偏 りが見られるような!

i・ が しな… あ・ません・i
!私 たちの活動は、いろんな国の人々との交流をみんなで楽しl
I.「/

くむためのものです。ちょっと活動や催しから遠ざかっているか く
((

/な7と いうあなた、入会 した時の初心を思い出してもっと積極`
ど

/的 に気軽に参加しま しょうよ。

iパ サ,だ け、・… 。ミ・一・・ナとい 。た参加ももちろ ミ

㌦OKで す。で もね、いろんな活軌 こち。こ。と顔を出すだけ/

疑繋想雛 鷺繋撒配_漆
～KAlFAの 催 しや会報の発行は、皆 さんの会費を基に行われ

ています。納め忘れのないようにお願いいた します。～

《投 稿 募 集!》

より楽 しい紙面作

りのため、皆様か ら

の投稿を募集 します。

国際交流 に関する身

近な話題を事務局ま

でお寄せ ください。

送 り先は右記へ

編 集 発 行;か い つ か 国 際 交 流 協 会 〔KAIFA)

発行責任者;会 長 田 中 典 彦
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